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Iロバートクリークの構橋からはるかバンクーバー島を望む
2ソルトリーベイから先は気持ちのいい上りが続く。このあと
落とし穴があるとは t】ツーリングでのお約束、パンク修理中。
きれいな自転車にもトゲがある? 4回 ―カルな」ヽ型フェリー。
迫力ある山々と比べ心許ないが、波も穏やかな海峡内でタイタ
ニックは必要ない 5船 には自転草置き場も完備している

，
ナ
三
二
―
に
フ
ル
ー
ツ
が

つ
く
。
イ
ン

トダ

′
ｒ
ン
ニ

■
フ
レ
ツ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
と

を
呼
ご

え
て
お
り
、
Ｂ
＆
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
に

ご
妻
４
の
手
料
理
や
自
家
製
の
パ
ン
が
出

て
く
を
〓
シ
リ
ア
お
手
製
の
バ
ナ
ナ
マ
フ

″
ン
を
ラ
ス
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
も
そ
れ
だ
。

一今
〓
こ
ピ

フグ
デ
イ
に
な
る
。
し
っ
か
り

食
べ
て
Ｆ
モ
て
ね
」
と
す
す
め
ら
れ
た
。

葦
，
一
番
こ
、
ギ
ブ
ソ
ン
市
街
地
ま
で
１

５
８
市
の
上
り
だ
）
教
わ
っ
た
迂
回
路
さ

え
も
十
分
き
つ
い
〓
街
が
途
切
れ
た
と
こ

ろ
で
濫
道
に
入
り
、
静
か
な
森
の
な
か
を

進
む
．）
下
り
基
調
で
足
が
よ
く
回
る
。
海

辺
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ロ
バ
ー
ト
ク
リ
ー
ク
で

一
息
入
れ
、
は
る
か
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
を

眺
め
る
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
つ
て
も
何
も
な

い
。
幹
線
道
に
戻
り
、
シ
ー
シ
ェ
ル
ト
の

街
を
過
ぎ
る
と
道
は
再
び
森
の
な
か
へ
。

急
い
で
い
た
の
で
、
景
色
の
い
い
平
坦
な

脇
道
へ
入
る
ポ
イ
ン
ト
を
見
過
ご
し
た
。

上
り
下
り
が
続
く
本
線
を
進
み
、
ハ
ン
ガ

ー
ノ
ッ
ク
寸
前
に
な
っ
て
ハ
ー
フ
ム
ー
ン

ベ
イ
に
到
着
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
パ
ク
つ

き
、
そ
の
後
も

一
本
道
を
ひ
た
走
っ
た
。

夕
方
５
時
に
、
２
日
目
の
宿

「〓
ｏ４
ｏ

８
４
室
一暑
【コ●協
５
８
ユ

ヘ
着
い
た
。
こ

こ
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
越
し
に
山
々
を
望
む
絶

景
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「三
Φ↓ユ

が
あ
る
が
、

あ
い
に
く
結
婚
式
の
準
備
で
開
ま
っ
て
い

た
。
パ
．フ
な
ら
や
っ
て
い
る
よ
と
教
え
て

も
ら
い
、
海
へ
下
る
。
浮
世
離
れ
し
た
回

ッ
ジ
か
ら
の
眺
め
と
違
い
、
下
界
か
ら
見

る
景
色
は
現
実
感
が
あ
る
。
バ
ー
ガ
ー
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
に
ビ
ー
ル
は
モ

ル
ソ
ン

・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
。
地
ビ
ー
ル
も

注
文
し
、
今
日
の
ル
ー
ト
を
振
り
返
っ
た
。

向
こ
う
で
３
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
に
ぎ

や
か
に
や
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
回
ッ
ジ

の
従
業
員
た
ち
だ
。
「夜
光
虫
は
見
た
か
？

真
っ
暗
に
な
っ
た
ら
、
マ
リ
ー
ナ
に
出
て

ご
ら
ん
。
海
面
を
手
で
か
く
と
光
っ
て
キ

レ
イ
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

帰
り
に
桟
橋
に
出
て
み
た
が
、
ま
だ
早

す
ぎ
た
。
９
時
半
に
出
直
す
と
暗
闇
は
深

く
、
森
も
海
も
無
口
だ
。
満
天
星
の
な
か
、

金
星
が
舷
し
い
。
北
極
星
は
天
丼
側
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
。
海
面
を
見
た
が
何
も
見

え
な
い
。
場
所
を
移
動
し
手
で
水
を
か
く
。

「光
っ
て
る
！
」
。
目
を
凝
ら
す
と
水
中
に

ポ
ッ
、
ポ
ッ
と
蛍
光
が
流
れ
る
。
日
―
プ

で
大
き
く
か
き
混
ぜ
て
や
る
と
、
夜
光
虫

た
ち
は
大
騒
ぎ
。
幻
想
的
な
光
景
で
あ
る
。

３
日
目
は
曇
り
空
。
空
腹
の
ま
ま
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
の
あ
る
ア
ー
ル
ズ
コ
ー
、フ
ヘ

直
行
し
た
が
、
早
す
ぎ
た
。
す
る
と
、
次

に
来
た
お
ば
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「パ
ウ
エ
ル
リ
バ
ー
に
行
く
の
か
？
　
向
こ

う
岸
の
道
は
広
く
な
だ
ら
か
だ
よ
。
私
で

も
走
れ
た
」
。
「あ
そ
こ
に
い
い
ダ
イ
ビ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
か

？
〓
真
っ
赤
な
珊
瑚
礁
が
あ
る
ん
だ
」
と

ご
主
人
。
曇
り
空
で
鉛
色
の
海
面
下
に
赤

い
珊
瑚
が
あ
る
と
は
。
「水
は
ク
リ
ス
タ
ル

ク
リ
ー
ン
で
よ
く
見
え
る
ぞ
。
も
っ
と
も
、

オ
ル
カ
の
群
れ
が
や
っ
て
来
た
と
き
は
し

ば
ら
く
潜
れ
な
く
な
る
が
」
と
。

「大
き
な
滝
が
見
え
る
か
い
？
　
あ
の
崖

の
上
に
は
湖
が
あ
る
ん
だ
」
と
船
上
で
も

教
え
て
く
れ
た
。
旅
人
に
や
さ
し
い
人
々

だ
。
氷
河
に
削
ら
れ
た
海
峡
を
抜
け
、
ソ

ル
ト
リ
ー
ベ
イ
に
着
く
と
、
ゆ
る
や
か
な

上
り
が
続
き
、
海
側
の
絶
景
で
癒
さ
れ
る
。

パ
ウ
エ
ル
リ
バ
ー
ま
で
３３
ｋｍ
ほ
ど
、
車

の
少
な
い
道
を
軽
快
に
進
む
。
快
調
だ
！

と
思
っ
た
瞬
間
、
後
輪
が
パ
ン
ク
し
た
。

時
間
は
余
裕
と
思
い
き
や
、
新
品
の
タ
イ

ヤ
は
ビ
ー
ド
が
硬
く
、
リ
ム
か
ら
外
れ
な

い
。
タ
イ
ヤ
レ
バ
ー
を

一
本
折
っ
た
と
こ

ろ
で
冷
や
汗
が
背
中
を
伝
う
。
な
ん
と
か

外
し
パ
ッ
チ
を
当
て
て
再
出
発
し
た
。
幸

ぃ
２０
分
前
に
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に
到
着
。

気
温
も
上
が
り
、
デ
ッ
キ
の
上
は
ポ
カ

ポ
カ
と
暖
か
い
。
船
足
も
速
く
、
ア
ッ
と

い
う
間
に
北
米
大
陸
が
遠
ざ
か
る
。
カ
フ

ェ
で
チ
リ
ビ
ー
ン
ズ
を
食
べ
て
い
る
う
ち

に
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
は
目
の
前
だ
。
到

着
後
、
コ
モ
ッ
ク
ス
の
町
の
手
間
で

「一土

８
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
イ
ン
デ
イ
ア
ン

ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
る
。
街
か

ら
は
旧
道
の
１９
Ａ
を
南
下
し
た
。
と
き
お

り
森
の
切
れ
目
か
ら
海
の
景
色
が
の
ぞ
く
。

向
か
い
風
に
は
悩
ま
さ
れ
た
が
、
海
岸
線

を
ひ
た
走
り
、
牡
蠣
剥
き
の
作
業
場
の
脇

を
過
ぎ
て
、
「「彗
翌

野
＜
「
【畳
一呂

ｇ
」

と
い
う
土
産
屋
に
入
る
。
ア
ジ
ア
系
の
お

姉
さ
ん
に
近
辺
の
情
報
や
、
宿
へ
の
道
筋

な
ど
を
聞
い
て
い
る
と
、
「日
本
人
で
す

か
？
　
，こ
の
辺
で
は
、
私
し
か
い
～
ひ
ん

ね
ん
！
」
と
、
い
き
な
り
元
気
の
い
い
関

西
弁
に
変
わ
っ
た
。
尾
崎
友
美
さ
ん
と
い

う
。
な
に
や
ら
ホ
ッ
と
し
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー

エ
ー
ル
を
買
い
増
し
て
宿
へ
向
か
う
。

３
日
目
の
宿

研
丁
↓材
ぎ
ヨ

ゴ
ユ

に
着

く
と
、
ア
ガ
サ
と
ロ
バ
ー
ト
が
出
迎
え
て

く
れ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
か
ら
や
つ
て
き
た

フ
レ
ン
チ

・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
だ
。
６
つ
あ

る
部
屋
は
ど
れ
も
内
装
が
異
な
り
、
か
わ

い
ら
し
い
。
男
同
士
で
は
無
粋
な
感
じ
だ
。

今
夜
は
夕
食
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
海
が
見
え
る

ジ
ャ
グ
ジ
ー
ヘ
直
行
し
た
。
露
天
風
呂
で


